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本研究プロジェクトの目的と主要構成員

平成25年度の主な成果

本研究プロジェクトの目的

主要構成員

(1) 高磁場印加したキラル液晶反応場を利用する不斉重合により、種々の巨視的配向ヘリカルポリマーを合成する。
(2) 温度および濃度転移型液晶性ヘリカルポリマーを合成し、その液晶状態下で外部磁場を印加してポリマーを配向させる。

これにより、種々の巨視的配向ヘリカルポリマーを調製する。
(3) 上記で得た種々のヘリカルポリマーを前駆体として、形態保持炭素化法により一様に配向したヘリカル炭素化物と

ヘリカルグラファイトを調製し、その物性評価を行うことで、集積したらせん状導電体に基づく新機能の発現を目指す。
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本研究

ヘリカルPEDOTフィルムから調製した左巻きおよび右巻きのヘリカル
カーボンフィルムおよびヘリカルグラファイトフィルム

キラルな液晶場での電解重合により合成した左巻きおよび右巻きのヘ
リカルPEDOTフィルムの偏光顕微鏡写真 (上) および走査型電子顕微鏡
写真 (下)

背景

XRDパターンおよびラマンスペクトル
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